
の 北 浦 複 合 団 地 太 陽 光 発 電所 が 完 成 し た の で す 。 関 係し た 皆 様 に 、 改 め て 感 謝 いた し ま す 。　
次 は 茨 城 中 央 工 業 団 地 の

造 成 に つ い て で す 。 県 の 進め る 工 業 団 地 で 、 茨 城 町 地区 が 約 １ ７ ６

 

h a、 笠 間 地

区 が 約 １ ０ ９

 

h aの 、 大 規

模 団 地 で す 。 北 関 東 自 動 車道 の 沿 線 開 発 と し て 進 め られ 、 私 も 土 木 部 時 代 、 い ろい ろ 関 わ り を 持 っ て お り まし た 。 地 区 内 の 主 要 な 幹 線を 、 主 要 地 方 道 大 洗 友 部 線バ イ パ ス と し て 土 木 部 で 整備 し た り 、 友 部 サ ー ビ ス エリ ア に 県 内 初 の ス マ ー ト イン タ ー チ ェ ン ジ を 設 置 し たり し た の で す 。　
私 が 理 事 長 に な っ た 当

時 、 茨 城 町 地 区 は 大 部 分 の粗 造 成 が 完 了 し て お り 、 すで に 何 社 か 立 地 し て い る 状態 で し た 。 し か し 、 宅 盤 を１ ～ １ ・ ５ ｍ 切 り 下 げ て 再造 成 し た ほ う が 良 い 箇 所 が

う 調 整 し ま し た 。　
こ の こ と に よ り 、 か な り

の コ ス ト 縮 減 が 図 れ た と 思い ま す 。 こ う し て 、 容 量
2 8・ ４ Ｍ Ｗ （ メ ガ ワ ッ ト ）  、

一 般 家 庭 約 ８ ２ ０ ０ 世 帯 分

多 数 あ り 、 課 題 と な っ て おり ま し た 。 ま た 、 笠 間 地 区は 一 部 河 川 改 修 が 進 め ら れて お り ま し た が 、 ほ と ん ど手 つ か ず の 状 態 で し た 。　
こ れ ら を 県 と 協 議 し て 、

茨 城 町 地 区 の 宅 盤 の 切 り 下げ を す る 再 造 成 工 事 と 、 その 残 土 を 活 用 し た 笠 間 地 区の 造 成 工 事 を 、 同 時 に 、 計画 的 に 進 め る こ と に し た ので す 。 ま た 、 笠 間 地 区 の 不足 土 に つ い て は 、 各 土 木 事務 所 の 公 共 事 業 の 発 生 土 を活 用 す る こ と に し ま し た 。　
急 ぎ 仕 事 の た め 、 分 割 発

注 し て 進 め た こ と か ら 、 出合 い 丁 場 が 多 く 、 職 員 の 皆さ ん と 地 元 建 設 業 の 皆 様 には 大 変 ご 苦 労 を お か け し たと 思 っ て お り ま す 。 本 当 にあ り が と う ご ざ い ま し た 。　
こ う し て 概 ね ５ 年 後 に

は 、 両 地 区 と も 企 業 さ ん に喜 ん で い た だ け る 立 派 な 分譲 地 に な っ た の で す 。 そ の後 、 企 業 立 地 も 進 ん で い る

門 で の 工 業 団 地 設 計 計 画 及び 造 成 工 事 監 理 監 督 、 都 市計 画 法 に 基 づ く 開 発 行 為 等の 手 続 き 調 整 な ど で し た 。工 業 団 地 造 成 事 業 は 、 分 譲ま で に 長 い 期 間 を 要 し 、 経済 情 勢 に 左 右 さ れ ま す 。 昭和

6 0年 代 か ら 平 成 初 期 ま で

は 、 分 譲 も 好 調 で し た 。　
し か し バ ブ ル 崩 壊 、 リ ー

マ ン シ ョ ッ ク に よ る 経 済 情勢 の 悪 化 が あ り 、 工 業 団 地の 分 譲 が 低 迷 し て 、 公 社 も経 営 合 理 化 を 図 る 必 要 に 迫ら れ て い ま し た 。 新 規 工 業団 地 の 造 成 工 事 を 凍 結 し 、早 期 に 分 譲 中 団 地 の 処 分 を

　
私 は 昭 和

5 1年 度 、 茨 城 県

開 発 公 社 に 入 社 し 、 令 和 ３年 度 ま で

4 6年 間 勤 務 し ま し

た 。　
開 発 公 社 は 昭 和

3 5年 に 設

立 さ れ 、 今 年

6 4年 を 迎 え ま

し た 。 お も に 公 共 用 地 の 取得 ・ 造 成 事 業 、 工 業 団 地 の造 成 事 業 、 福 祉 施 設 の 管 理運 営 事 業 、 ビ ル 管 理 事 業 、水 道 事 業 を 行 っ て い ま す 。こ の 間 、 県 内

7 2団 地 、 面 積

約 ２ ７ ７ ０

 

h aを 企 業 に 分

譲 し 、 地 元 財 政 と 雇 用 創 出に 貢 献 で き た の で は と 思 って い ま す 。　
私 の 業 務 内 容 は 、 土 地 部

図 る 方 針 が 決 定 さ れ ま した 。　
そ し て 平 成

2 3年 ３ 月

1 1

日 、 東 日 本 大 震 災 が 発 生 。こ の よ う な 状 況 下 の 平 成

2 4

年 ７ 月 に 、 公 社 理 事 長 と して 、  渡 邊 氏 が 着 任 し ま し た 。着 任 早 々 、 各 団 地 の 概 要 説明 と 現 地 視 察 を 行 い 、 震 災後 の 電 力 を 確 保 す る た め 、全 国 的 に 再 生 エ ネ ル ギ ー 用地 の 開 発 需 要 が 多 く 、 未 利用 地 の あ る 北 浦 複 合 団 地 を太 陽 光 発 電 用 地 と し て 暫 定利 用 で き る の で は な い か との 提 案 が な さ れ ま し た 。　
北 浦 複 合 団 地 は 県 の 工 業

団 地 で あ り 、 茨 城 県 長 期 総合 計 画 に お い て 、 鹿 行 地 域に お け る 戦 略 的 プ ロ ジ ェ クト と し て 位 置 付 け ら れ 、 行方 新 産 業 交 流 集 積 拠 点 の 形

　
開 発 公 社 が 進 め る 工 業 団

地 造 成 事 業 は 、 県 か ら 受 託し て 進 め る 受 託 事 業 と 、 自ら 行 う プ ロ パ ー 事 業 に 分 けら れ ま す 。 今 回 は 、 県 と 協議 を 重 ね 、 積 極 的 に 進 め た受 託 事 業 の ２ 団 地 と 、 リ スク を 極 力 少 な く し 、 大 胆 に実 施 し た プ ロ パ ー 事 業 の ２団 地 に つ い て お 話 し た い と思 い ま す 。　
ま ず 、 北 浦 複 合 団 地 に 太

陽 光 発 電 設 備 を 設 置 し た 時の 話 で す 。  平 成

2 4年 当 時 は 、

国 策 と し て 太 陽 光 発 電 の 買

す 。　

1 1月 に は 、 ４ 社 の 発 電 事

業 者 が 決 定 、 工 事 は 各 社 で実 施 し ま し た が 、 東 京 電 力と 協 議 し 、 特 別 高 圧 へ の 連結 は ４ 社 ま と め て 行 え る よ

一 部 を 暫 定 利 用 とし 、 発 電 設 備 用 地と し て 貸 し 出 す 計画 が ま と ま っ た ので す 。　
① 貸 出 用 地 は 約3 5 

h a② 本 格 工 事

の 前 に 、 公 募 に より 発 電 事 業 者 を 決め る ③ 電 力 が 逼 迫す る 次 年 度 夏 場 に間 に 合 う よ う 進 める 。 以 上 ３ 点 を 共

通 認 識 と し て 、 開 発 公 社 が県 か ら 受 託 し て 進 め る こ とに な っ た の で す 。　
こ の 事 業 は ス ケ ジ ュ ー ル

を は じ め 、 い ろ い ろ 課 題 はあ り ま し た が 、 県 と 公 社 で役 割 分 担 を し て 進 め た 結果 、 平 成

2 5年 ７ 月 に 無 事 発

電 が 開 始 さ れ た の で す 。 立木 の 伐 採 抜 根 、 暫 定 道 路 、仮 排 水 、 大 が か り な 造 成 事業 、 い ず れ も 大 急 ぎ で 大 変な 仕 事 で し た が 、 職 員 の 皆さ ん と 建 設 業 界 の 皆 様 の 頑張 り で 成 し 遂 げ ら れ た の で

し た 。　
最 初 、 調 整 池 の 位 置 を 地

区 南 東 か ら 地 区 中 央 に 変 更し 、 地 区 北 側 排 水 は 新 設 する 排 水 管 を 利 用 し 調 整 池 に流 入 さ せ 、 調 整 池 か ら 土 地改 良 区 水 路 へ の 放 流 を 市 道側 溝 へ と 変 更 し ま し た 。　
こ れ に よ り 、 調 整 池 下 流

の 住 民 の 不 安 を 解 消 す る こと が で き る と と も に 、 調 整池 に 流 入 す る 大 口 径 連 絡 水路 の 施 工 延 長 も 短 く す る こと が で き 、 大 幅 な 工 事 費 の削 減 に つ な が り ま し た 。 調整 池 の 面 積 は ２ ・ ９

 

h aか

ら １ ・ ８

 

h aに 、 滞 水 容 量

は

1 1万 ２ ０ ０ ０ ㎥ か ら ６ 万

２ ０ ０ ０ ㎥ に 縮 小 と な り 、工 事 費 も １ ・ ７ 億 円 程 度 削減 す る こ と が で き ま し た 。　
調 整 池 等 の 雨 水 排 水 処 理

施 設 は 、 平 成

2 9年 ２ 月 、 約

２ 年 余 り で 完 成 し ま し た 。こ れ に よ り 冠 水 状 況 は か なり 改 善 さ れ た と 思 い ま す 。　
ま た 、 団 地 中 央 部 に 調 整

池 と 公 園 を 配 置 し 、 周 囲 には 遊 歩 道 を 整 備 し て 、 環 境に も 配 慮 し ま し た 。 畜 産試 験 場 跡 地 の 面 積 は 、 Ａ＝

3 4・ ３

 

h a、 産 業 業 務 用

地 は 北 街 区 Ａ ＝

1 5・ ３

 

h a、

西 街 区 Ａ ＝ ９

 

h a、 東 街 区

Ａ ＝ ２ ・ ８

 

h a、 そ の 他 調

整 池 及 び 公 園 等 の 公 共 公 益用 地 Ａ ＝ ７ ・ ２

 

h aで す 。

　
産 業 業 務 用 地 北 街 区 は 、

今 回 の 調 整 池 の 掘 削 土

1 3万

４ ０ ０ ０ ㎥ を 利 用 し て 粗 造成 を 行 い 、 宅 内 排 水 は 連 絡水 路 を 活 用 し て 処 理 し ま した 。 中 央 部 に あ っ た 銀 杏 並木 は 、 当 面 そ の ま ま 保 存 する こ と に し ま し た 。　
ま た 、 平 成

2 7年 か ら は 、

市 町 村 と 連 携 し た 工 業 団 地造 成 事 業 を 展 開 す る 方 針 を打 ち 出 し ま し た 。 し か し 面整 備 に は 農 地 が 含 ま れ る こと が 多 く 、 公 社 で は 農 地 転用 が 難 し く 、 適 地 調 査 を 実施 し て き ま し た が 、 断 念 せざ る を 得 な い こ と も あ り まし た 。 こ の た め 、 地 元 市 町村 と 連 携 を 図 り 、 計 画 、 用地 買 収 等 の 諸 問 題 を 解 決 しス ケ ジ ュ ー ル 短 縮 を 図 る ため 、 地 元 市 町 村 か ら 職 員 を派 遣 し て も ら う こ と に し まし た 。　
農 地 問 題 を 回 避 す る た

め 、 な ん と か 県 事 業 に し てい た だ き 、 工 業 団 地 造 成 事業 を 行 う こ と に な り ま した 。 そ の 中 で 、 渡 邊 理 事 長か ら ２ 点 の 指 示 が あ り ま した 。 １ 点 目 は 、 事 業 決 定 する ま で に 区 域 内 地 権 者 全 員の 賛 成 を 得 る こ と 、 ２ 点 目

よ う で 、 当 時 み ん な で 頑張 っ て よ か っ た と 思 っ て おり ま す 。　
次 は 八 千 代 町 と 共 同 で 進

め た プ ロ パ ー 事 業 の 、 八 千代 工 業 団 地 に つ い て で す 。　
八 千 代 町 か ら 、 ゴ ル フ 場

跡 地 を 工 業 団 地 に し て ほ しい と い う お 話 が あ り ま した 。 圏 央 道 や 新 ４ 号 国 道 に

地 域 振 興 の 観 点 か ら 、 売 却並 び に 利 用 方 法 等 に つ いて 、 地 元 の 意 見 を 十 分 斟 酌し 、 検 討 を 行 っ た う え で 売却 す る こ と と な り 、 利 用 計画 を 検 討 す る こ と と な り まし た 。　
そ し て 平 成

2 5年

1 0月 、 県

に お い て 、 畜 産 試 験 場 跡 地の 整 備 事 業 は 県 開 発 公 社 に委 託 し て 実 施 す る こ と にな っ た の で す 。　
ま た 、 畜 産 試 験 場 跡 地 の

北 側 ７

 

h aの 雨 水 排 水 が 県

道 平 友 部 停 車 場 線 交 差 部 に集 中 し 、 一 定 規 模 の 降 雨 の場 合 冠 水 す る 状 況 で あ る ため 、 笠 間 市 か ら は 本 地 区 の排 水 対 策 と し て 、 新 た な 排水 施 設 の 整 備 を 求 め ら れ てい ま し た 。　
そ の た め 、 調 整 池 な ど の

雨 水 等 の 処 理 に つ い て は 、笠 間 市 の 新 市 町 村 づ く り 支援 事 業 を 活 用 し 、 雨 水 排 水施 設 等 を 整 備 す る こ と に なり ま し た 。　
畜 産 試 験 場 跡 地 は 、 既 存

の 県 道 と 市 道 が 中 央 部 で 馬の 背 の よ う に 高 く な っ て おり 、 北 側 と 南 側 が 低 く 、 北側 の 排 水 処 理 が 難 し い 状 況で あ っ た た め 、 周 辺 地 区 の現 地 調 査 を 何 度 も 行 い 、 既存 計 画 を 見 直 す こ と に し ま

を 考 え て い ま し た が 、 県 との 協 議 の 結 果 、 最 終 的 に は
3 4・ ８

 

h aま で 拡 大 す る こ

と に な り ま し た 。 平 成

2 4年

1 2月 に 、  県 で の 公 募 に よ り 、
事 業 者 ４ 社 と の 賃 貸 借 契 約を 締 結 す る こ と に な り ま した 。 そ れ か ら ５ ヶ 月 で 粗 造成 工 事 を 完 了 さ せ 、 平 成

2 6

年 ６ 月 に は 事 業 者 ４ 社 が 発電 を 開 始 し 、

2 8・ ４ Ｍ Ｗ の

発 電 規 模 に な り ま し た 。　
ス ケ ジ ュ ー ル 的 に 大 変 厳

し い 状 況 で 、 担 当 者 一 同 大変 苦 労 し た の が 懐 か し く 思い 出 さ れ ま す 。 ま た 、 地 元の 建 設 業 の 皆 様 に は 、 厳 しい 工 期 の 中 ご 苦 労 を お か けし ま し た 。 大 変 感 謝 し て おり ま す 。

　

　
さ ら に 東 関 東 自 動 車 道 水

戸 線 も 着 々 と 工 事 が 進 ん でい る た め 、 今 後 、 北 浦 複 合団 地 の 企 業 誘 致 に 弾 み が つき 、 一 日 で も 早 く 完 成 す るこ と を 願 っ て お り ま す 。　
次 に 、 笠 間 市 に あ る 茨 城

県 畜 産 試 験 場 跡 地 の 相 談 が持 ち 込 ま れ た 時 の こ と を お話 し ま す 。　
平 成

1 2年 、 畜 産 試 験 場 は

八 郷 町 へ 移 転 と な り ま した 。 跡 地 利 用 に つ い て は 、平 成

1 1年 度 の 茨 城 県 未 利 用

地 処 分 推 進 本 部 会 議 に て 、

茨 城  の  公  共 ・  公 益 事  業茨 城  の  公  共 ・  公 益 事  業

〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜

県 開 発 公 社 理 事 長  ・  土 地 開 発 公 社 理 事 長 編 ③

い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

黒 澤

　
一 則 （ く ろ さ わ

　
か ず の り ）

　
１ ９ ５ ３ 年 ９ 月

1 3日 生 ま れ 。

7 1歳 。

7 6年 、 茨

城 県 開 発 公 社 に 入 社 。 業 務 第 １ 課 に 配 属 と な った 。 そ の 後 は 、 用 地 建 設 部 建 設 局 建 設 課 長 、 企業 誘 致 部 参 事 、 事 務 局 参 与 な ど を 経 て 、 ２ ０ １４ 年 に 定 年 を 迎 え た 。 現 在 は ㈱ 開 発 計 画 研 究 所の 技 術 顧 問 を 務 め て い る 。

成 を 図 り 、 東 関 東 自 動 車 道水 戸 線 の 整 備 を 促 進 す る 目的 で 進 め ら れ て い ま し た 。　
開 発 面 積 は 、 １ 期 地 区 １

１ １ ・ １

 

h a、 ２ 期 地 区

8 1・

６

 

h a、 合 計 １ ９ ２ ・ ７

 

h a

の 大 規 模 工 業 団 地 で し た 。事 業 は 平 成 ６ 年 度 か ら 続 けら れ て お り 、 １ 期 地 区 で は道 路 、 調 整 池 、 上 下 水 道 設備 等 の イ ン フ ラ 整 備 を 実 施し て き ま し た 。　
分 譲 状 況 と し て は 、 平 成1 2年 度 に ９ ・ ８

 
h aを 衛 星

情 報 副 セ ン タ ー 用 地 と し て分 譲 し て お り ま し た が 、 その 後 の 分 譲 は 、 残 念 な が らあ り ま せ ん で し た 。 当 然 １期 地 区 を 優 先 し 、 ２ 期 地 区は 全 く 手 付 か ず の 状 態 です 。 団 地 内 に は 送 電 線 が走 っ て い た た め 、 太 陽 光 発電 用 地 と し て 好 都 合 で した 。　
当 初 、

1 5 

h aほ ど の 規 模

開 発 公 社 が 進 め る 工 業 団 地 造 成 事 業 に つ い て
～ リ ス ク を 極 力 少 な く し 、 大 胆 に 進 め る ～

元 県 開 発 公 社 理 事 長 元 県 開 発 公 社 顧 問 、 参 与 、 ア ド バ イ ザ ー

渡 邊 一 夫 氏 黒 澤 一 則 氏×

取 制 度 が 始 ま っ た 頃 で す 。県 と 公 社 の 協 議 の 結 果 、 北浦 複 合 団 地 の 未 着 手 地 域 の

北 浦 複 合団
　 　

地 国 策 受 け

3 5 

h aに 太 陽 光

茨 城 中 央茨 城 地 区

 宅 盤 切 下 げ 再 造 成 、  残 土 利 用 も

7 2団 地

2 7 7 0 

h a分 譲 、  雇 用 に 貢 献

　
笠 間 市 の 畜 産 試 験 場 跡 地 に は 、 懸 案 だ っ た 雨 水 対

策 と し て 約 ２

 

h aの 調 整 池 が 完 成 し て い ま す 。 周 り

に は 近 隣 の 方 が 楽 し め る よ う 、 防 護 柵 で 安 全 対 策 が施 さ れ た 散 策 路 が 整 備 さ れ て い ま す 。 隣 接 し て 、 子ど も さ ん が 楽 し め る 遊 具 を 備 え た 小 公 園 も あ り ます 。 調 整 池 の 残 土 を 活 用 し 、 約

3 5 

h aの 敷 地 は 概 ね

粗 造 成 が な さ れ て い ま す 。 新 た な 土 地 利 用 ま で 、 銀杏 並 木 や 所 々 の 高 木 も そ の ま ま 保 全 さ れ て い ま す 。こ れ は 、 開 発 公 社 が 県 か ら の 受 託 事 業 と し て 整 備 した の で す 。

 

（ 弊 社 Ｈ Ｐ ト ピ ッ ク ス に 掲 載 ）

▲ 稲 敷 工 業 団 地 は 、 稲敷 市 と 共 同 で 進 め た 。面 積 は 約

3 2‌

h a

も 近 く 、 い ろ い ろ 調 査 し た結 果 、 魅 力 あ る 場 所 だ と 考え 、 八 千 代 町 と 役 割 分 担 して 進 め る こ と に し た の です 。　
ゴ ル フ 場 と の 交 渉 と 用 地

取 得 は 八 千 代 町 が 行 い 、 開発 公 社 は 企 業 誘 致 を 優 先し 、 目 鼻 が つ い た ら 町 か ら用 地 を 再 取 得 し て 造 成 工 事

を 進 め る ス キ ー ム で す 。 面積 も ８

 

h aと 比 較 的 小 規 模

で 、 八 千 代 町 と 公 社 の 連 携も 非 常 に よ く 、 数 年 後 に は全 て 立 地 企 業 が 決 ま り 、 完売 と な っ た の で す 。　
最 後 は 稲 敷 市 と 共 同 で 進

め た 、 稲 敷 工 業 団 地 に つ いて で す 。 こ こ は 、 私 が 企 業局 長 時 代 か ら 相 談 を 受 け てい た 思 い 出 深 い 用 地 で す 。面 積 は 約

3 2 

h a。 民 間 事 業

者 が 手 が け て い ま し た が 、一 部 の 用 地 取 得 が 困 難 と なり 、 稲 敷 市 が 引 き 継 い だ 団地 で す 。　
稲 敷 市 の 努 力 に よ り 、 未

買 収 地 も 全 て 解 決 で き た ので 、 企 業 誘 致 を 優 先 し 、 立地 企 業 が 決 ま っ た と こ ろ から 開 発 公 社 が 造 成 工 事 を 進め る こ と と し ま し た 。 こ こは 中 央 部 の 水 路 を 活 用 し て調 整 池 を つ く り 、 文 化 財 は地 区 外 と し て 、 極 力 自 然 に逆 ら わ な い 造 成 計 画 で 進 めま し た 。　
こ の 団 地 は 、 期 間 は か か

り ま し た が 無 事 完 売 に な った と 聞 い て 、 非 常 に 嬉 し く思 っ て お り ま す 。

▶ 一 般 家 庭 約 ８ ２ ０ ０ 世 帯 分 の 太 陽 光 発 電 所 を 北浦 複 合 団 地 に 設 置 し た

は 、 月 に 数 回 市 町 村 と 連 絡調 整 会 議 を 開 き 、 関 係 者 全員 参 加 で 情 報 の 共 有 を 図 るこ と 。 こ れ に よ り 事 業 がス ム ー ズ に な っ て 、 ス ケジ ュ ー ル を ６ カ 月 以 上 短 縮す る こ と が で き ま し た 。　
ま た 平 成

2 9年 ７ 月 に は 、

連 絡 調 整 会 議 の 中 で 経 済 産業 省 所 管 の 「 地 域 未 来 投 資促 進 法 」 が 施 行 さ れ 、 農 地問 題 が 解 決 で き る の で は ない か と の 意 見 が 出 さ れ ま した 。 検 討 ・ 調 整 し た 結 果 、筑 西 市 内 に お い て 県 内 第 １号 案 件 と な る 工 業 団 地 造 成事 業 を 開 始 す る こ と が で きま し た 。　
こ の 市 町 村 連 携 に よ り 、

渡 邊 理 事 長 の 在 籍 ６ 年 間で 、 公 社 の プ ロ パ ー 工 業 団地 は 筑 西 市 ３ 地 区

6 0・ １

 

h a、 稲 敷 市 １ 地 区

3 2・ ５

 

h a、 八 千 代 町 １ 地 区 ８

 

h a

を 開 発 す る こ と が で き ま した 。　
最 後 に 、 開 発 公 社 の 工 業

団 地 造 成 事 業 に 対 し 、 地 権者 、 県 ・ 市 町 村 、 測 量 ・ 設計 コ ン サ ル タ ン ト 、 工 事 関係 者 等 多 く の 皆 様 に 協 力 して 頂 い た こ と 、 こ の 紙 面 をお 借 り し て 厚 く お 礼 申 し 上げ ま す 。 あ り が と う ご ざ いま し た 。

 

（ 島 津 就 子 ）

新 聞 購 読 料 　 　 月 額  5, 9 4 0  円 （ 税 込 ）

電 子 版 購 読 料 　 月 額  4, 4 0 0  円 （ 税 込 ）

発 行 所 ： ‌茨 城 県 水 戸 市 笠 原 町 1 5 2 3 - 3 ‌

桂 ビ ル 2 階

T E L : 0 2 9 - 2 9 1 - 8 8 5 5   F A X : 0 2 9 - 2 9 1 - 8 8 5 4

htt p s: / / w w w. k e n s et s u mi r ai. c o.j p

茨 城 全 県 版

2 0 2 4  年 （ 令 和  6  年 ）

1 0 2 6月 日

（ 土 曜 日 ）

新 聞 が も っ と 身 近 に … 。
建 設 未 来 「 電 子 版 」 メ ー ル と W e b で 無 料 配 信
マ ル チ メ デ ィ ア ＆ マ ル チ プ ラ ッ ト ホ ー ム

自 宅 や 外 出 先 な ど か ら 知 り た い 情 報 が 、
い つ で も 、 ど こ に い て も  P C  や タ ブ レ ッ ト 、
ス マ ホ か ら 自 由 に 読 め る !!


